
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

芸術文化発信プロジェクト（仮称）の展開 

平成２０年２月１４日

東京都生活文化スポーツ局

東京から世界への新たな文化の創造・発信の実現に向け、「芸術文化発信プロジェクト（仮

称）」として、様々な芸術文化事業を実施するとともに、２０１６年のオリンピック招致気運

の盛り上げにつなげていく。 

プロジェクト事業は、東京芸術文化評議会の提案に基づき、芸術文化団体や都立文化施設な

どと連携して展開する。 
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キッズ伝統芸能体験 
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六本木アートナイト 

恵比寿映像祭 

東京大茶会 

国際舞台芸術フェスティバル 

世界の主要都市と競い合える 

芸術文化の創造発信 
芸術文化を通じた 

子どもたちの育成 

※ 事業名は全て仮称 

東京芸術劇場や周辺一帯で演劇・野外劇 

などの国際的な芸術祭を開催 

東京文化会館など各地で共通テーマの音楽祭 

六本木地区の美術館を夜間同時開館し 

イベント等を開催 

都内庭園施設を利用した大規模な茶会 

東京都写真美術館が中心となり 

新しい映像祭を実施 

演出家、振付家が小中学生と 

オリジナル舞台作品を創作 

民族音楽の一流ミュージシャンと 

子どもたちとのワークショップ 

一流の芸術家による子どもたちへの直接指導 
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平成 20 年度予算案の概要 

文化施設の大規模改修について 

昭和 50 年の竣工以来はじめての大規模改修であり、前川建築による現在の構造を生かし
つつ、来館者や利用団体の意見を踏まえ基本計画を策定 

＜改修の考え方＞ 
・ユニバーサルデザイン導入   ～全ての来館者にとって利用しやすい施設整備～ 
・アクセス改善         ～正門へのアプローチ改善等、来館者のスムーズな誘導～ 
・地下エントランス広場整備   ～メイン入口前広場を屋根化。地下入口への昇降機設置～ 
・公募棟、企画棟整備      ～昇降機、ロビーの新設。内装の改善等～ 
・ﾚｽﾄﾗﾝ･ﾐｭｰｼﾞｱﾑｼｮｯﾌﾟ整備    ～レストランの複数化。ショップ規模の拡大等～ 
・設備の全面更新        ～経年劣化の解消～ 

○東京都美術館の改修について 

○東京芸術劇場の改修について 

＜スケジュール＞ 
平成１９年度         基本計画・基本設計 
平成２０～２１年度      実施設計・工事準備 
平成２２～２３年度      改修工事 
平成２４年度         リニューアル開館 

開館から１８年が経過しており、舞台設備を中心とした経年劣化が顕著となっている 
ため、館内バリアフリー化や安全性向上のため、大規模改修を実施予定 

＜スケジュール＞ 
平成２０年度         基本計画・基本設計 
平成２１～２２年度      実施設計・工事準備 
平成２３年度         改修工事（期間未定） 

芸術文化発信事業助成制度 

世界に向けた文化発信を促進するため、助成額を拡充する 
 

現 状 平成 20 年度 

・対象経費の 1/2 以内且つ自己資金の範囲内 
・助成限度額 1団体 200 万円 

２，０００万円 ６，０００万円 
・既存制度にある「自己資金の範囲内」を撤廃 
・増額となった４千万円で海外発信事業を支援 
・海外発信事業の補助限度額は１団体 400 万円 

シンポジウム「オリンピックと文化」 

オリンピックと文化の関係等をテーマ 

としたシンポジウムを開催 

そ の 他 

（平成 20 年度予算(案) 11 億 8 千万円） （平成 20 年度予算(案) 6 千万円） 

（平成 20 年度予算(案) 約 9,200 万円） 

（平成 20 年度予算(案) 約 1 億 3 千万円） 

海外批評家ｉｎﾚｼﾞﾃﾞﾝｽ 
海外批評家を招聘して海外へ発信 

資料４ 


